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DL-8280の 使 用経験

関 賢一 ・林 茂

川崎市立川崎病院産婦人科

各種婦人科感染症にDL-8280を 使用し,次 の結果を得た。

1) 30例 中有効は29例,有 効率は96.7%で あ った。

2) E.coliに 対するMICは1.56μg/mlが1株 あったが,他 の6株 はく0.025～0.10μg/mlで あ

った。S.aureusに 対 しては0.78μg/ml,Enterobacterに 対 しては0.10μg/mlで あった。

3) 嘔気を示したものが1例,下 痢,胃 痛を呈したものが1例 認められた。

4) 投与前後に末梢血,肝 機能,腎 機能検査を施行したが,本 剤によると思われる変化は認められな

かった。

多種の耐性菌との競合によ り抗生物質の開発は 日進月歩の勢

いで進んでいる。第一製薬株式会社 で開発 され たDL-8280は

Fig.1の ようなbenzoxazine格 を有す る新 合成経 口抗菌剤で

Staphylococcus,S.faecalis,E.coli,K.lebsiella,Proteus,

Serralia,P.aeruginosa,H.influenzae,N.gomrrhoeae,

B.fragilisな ど,嫌 気性菌 を含む ゲラム陽性菌,グ ラム陰性

菌に対 し,幅 広い抗菌スペク トラム と 強い抗菌力 を有 し,そ の

作用は殺菌的である1,2)。とくにゲラム陽性菌 には,既 存の同系

薬剤よ り抗菌力の優れている点が特長である。

今回,わ れわれ は尿路感染症 および 種 々の婦人科領城感染症

Fig. 1 Chemical structure of DL-8280

に対して本剤を使用し,その臨床効果ならびに有用性を検討し

たので報告する。

対象およぴ方法

対象は川崎市立川崎病院に入院中および外来通院中の

患者30名 であり,年 齢は18歳 よ り77歳 にわたって い

る。

対象疾患は尿路感染症15例(急 性膀胱 炎7例,術 後

膀胱炎8例),付 属器炎7例,毛 嚢炎3例,バ ル トリン

腺膿瘍3例,子 宮内膜炎,創 部膿瘍,各1例 の合 計30

例 である。術後膀胱炎の8例 では,治 療時点においては

カテーテル留置などの処置は施していない。

投与方法は全例経口投与で,1日150～300mgを3回

分服にて服用,総 投与量は750mgか ら最高3,000mg

となっている。原則 として尿路感染症には1回150mg

5日 間投与とし,そ の他の感染症には症状により,1日

Table 1 Clinical results of DL-8280
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150mgま たは300mg 5日 間投与を行い,必 要に応じて

服用期間を延長した。

効果判定は次の基準に従い主治医判定を行った。

Excellent(著 効):検 出菌の消失および,主 要自他覚

症状(下 腹痛,腰 痛,局 所痛,帯 下)が3日 以内に改善

し,治 癒したもの

Good(有 効):主 要 自他覚症状が3日 以内に改善の傾

向を認めたもの,ま たは改善治癒したが,切 開などの外

科的処置を施したもの

Poor(無 効):自 他覚症状が5日 をすぎても改善 しな

いもの

成 績

前述の判定基準に基づいて臨 床効 果 をま とめると

Table 1の よ うになる。尿路感染症 にお いては,著 効

5例,有 効10例 と,全 例にほぼ満足すべき症状の改善

がみられた。またその他の婦人科疾患においても,9例

にダグラス窩穿刺,切 開などの外科的処置を加えてはい

るものの,付 属器炎の1例 を除き14例 に 有効であり,

総合すると30例 中29例,96.7%に 有効であった。

細菌学的効果と臨 床成績 をま とめる とTable 2,

Table 3の ようになる。膀胱炎では全例か ら菌 が検出

されてお り,内 訳はE. coli 9例,Enterececcus 2例,

Enterobacter, Klebsilla, P. mirabilis, Psemdomonas

各1例 である。なおP. mirabilisの 例で菌交代がみら

れたが,他 の14例 では計750mg以 下 の使用で菌消失

をみた。菌交代のみられた例でも菌数は著明に減少し,

症状からみた臨床効果は有効であった。7例 の付属器炎

のうち菌の検出できたのはE. coliの1例 のみである

が,こ の例では菌の消失がみられている。また他の疾患

よ り検出 され たE. coli, Saureus, Enterococcus,

Enterobactor, Bacteroides, Klebsiella , Serratiaも 計

750～3.000mgの 使用で消失または減少 して お り,検

出菌の消失からみた 細菌学的効果は菌の検出された22

例中20例,90.9%に 達する。

検出菌のうち,MIC測 定の出来た例 を薬剤感受性と

共にTable 4に 示す。E. coliに 対 しては一部NFLX

と同程度のものもあるが,ほ とんどは低濃度で有効であ

り,PPA, NAと の比較でははるかに低濃度で有効であ

る。またS. aureusに 対 してはNFLX, PPA, NAの

はるかにおよばない抗菌力 を示 し,Enterobacterに 対

してもNFLX, PPAよ り優れた抗菌力を有している。

副作用は2例 にみられた。症例1は 服用後2日 目に嘔

気が出現したが,3日 間の休薬により再び服用可能とな

った。また症例17は3日 目に下痢,7日 目に胃痛を示

したが,服 用を中止する程ではなかった。

また可能 な限 り投 与前 後 に末梢血,血 沈,CRP,
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Table 5 Laboratory findings before and after administration of DL-8280 (1)

S-GOT, S-GPT, ALP, BUN, CRTNNな ど血液生化

学的検査を施行 した(Table 5, Table 6, Fig. 2,

Fig. 3)。使用後,白 血球異常値はいずれ も改善 し,血

沈値でも異常亢進を示 したものは無かった。CRPも ほ

とんど改善しており,1例 の悪化した例(症 例7)は 基

礎疾患に嚢胞腎のあるもので細菌学的には菌の消失を認

め,臨 床的には有効なものであった。肝機能低下をみた

症例17は 使用以前から低下のみられたものである.本

剤使用後に正常値から異常化 した検査値はみられなかっ

た。

考 按

DL-8280は 幅広い抗菌スペクトラムと弾い抗 菌 力 を

有する新合成経口抗菌剤で,従 来の同系薬剤に比べ,投

与量に相関したより高い血中濃度が得られ,ま た各種組

織への移行も良好といわれている1)。

今回本剤を30例 の各種婦人科感染症に使用 し,検 出

菌の消失率90.9%と い う強い抗菌力と96.7%と い う高

い臨床的有効率が得 られた。尿路感染症が半数を占めて

いるとはいえ,従 来の抗生物質と比較 して も優るとも劣

らない満足すべき成績である。

臨床分離菌のMICに おいては,E. coliに 対 しては6

株 中5株 が0.05～0.10μg/mlとNFLXのMIC以 下で

あり,こ れはPPA, NAに 比べ3～4管 以下の値で,S

aureus, Enterebactorに 対 しても同様の傾向を示してお

り,す ぐれた臨床効果を首肯させ得るものである。

2例 の副作用は経口剤服用時によくみられる悪心,胃

痛,下 痢であるがともに軽症であ り,使 用を全面的に中

止する程ではなかった。臨床検査値への影響 もみ られ

ず,経 口剤という使用法の便宜性も含め,本 剤は婦人科

領域の感染症への使用に大いに期待される。
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Table 6 Laboratory findings before and after administration of DL-8280 (2)

Fig. 2 Laboratory findings before and after administration of DL-8280 (1)

S-GOT (KU/ml) S-GPT (KU/ml) ALP (IU/ml)



VOL.32 S-1 CHEMOTHERAPY 933

Fig. 3 Laboratory findings before and after administration of DL-8280 (2)

BUN (mg/dl) CRTNN (mg/dl)

CLINICAL EXPERIENCE ON DL-8280

KENICHI SEKI and SHIGERU HAYASHI
Department of Obstetrics and Gynecology, Kawasaki Municipal Hospital

1) Excellent and good response were seen in 29 patients out of 30. An efficacy rate of

96.7% was obtained.

2) MIC against E. coil was between<0.025 and 0.10ƒÊg/ml in 6 strains and 1.56ƒÊg/ml in

one strain. It was 0.78ƒÊg/ml against S. aureus and 0.10ƒÊg/ml against Enterobacter.

3) Nausea was observed in one patient and stomach pain and diarrhea was in another.

4) No abnormal changes were recognized on C.B.C., liver and kidney functions.


